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安全データシート（ＳＤＳ） 

 

１．化学品及び会社情報 

製品の名称 ：リバースシーラー 

会社名 ：株式会社リバースジャパン 

住所 ：956-0816 新潟県新潟市秋葉区新津東町 1 丁目 1628-1 

電話番号 ：0250-47-6071 

FAX 番号 ：0250-24-0181 

 

２．危険有害性の要約 

GHS 分類 

物理化学的危険性 

引火性液体 区分外   

健康に対する有害性 

急性毒性（経口） 区分外 生殖細胞変異原性 分類できない 

急性毒性（経皮） 区分外 発がん性 分類できない 

急性毒性（吸入） 分類対象外 生殖毒性 分類できない 

皮膚腐食性/刺激性 区分外 
特定標的臓器毒性 

（単回ばく露） 

区分 1（中枢神経、呼

吸器、腎臓、心臓） 

区分 3（気道刺激性） 

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性 区分 2B 
特定標的臓器毒性 

（反復ばく露） 

区分 1（中枢神経、

呼吸器、心臓） 

呼吸器感作性 分類できない 吸引性呼吸器有害性 分類できない 

皮膚感作性 分類できない   

環境に対する有害性 

水生環境有害性（急性） 区分 3 水生環境有害性（長期間） 区分外 

オゾン層への有害性 分類できない   

GHS ラベル要素 

絵表示 

 

注意喚起語 ：危険 

危険有害性情報  

H320 眼刺激 

H370 臓器（中枢神経、呼吸器、腎臓、心臓）の障害 

H335 呼吸器への刺激のおそれ 

H372 長期にわたる、または反復ばく露による臓器（中枢神経、呼吸器、心臓）の障害 

H402 水生生物に有害 
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注意書き  

安全対策  

P202 全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

P271 屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 

P261 粉じん/煙/ガス/ミスト/蒸気/スプレーの吸入を避けること。 

P270 この製品を使用するときに、飲食または喫煙をしないこと。 

P264 取扱後は手をよく洗うこと。 

P273 環境への放出を避けること。 

P280 保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 

応急措置  

P314 気分が悪いときは、医師の診察/手当てを受けること。 

貯蔵  

P405 施錠して保管すること。 

廃棄  

P501 内容物/容器を国/都道府県/市町村の規則に従って廃棄すること。 

GHS 分類区分に該当しない他の危険有害性 

発がん性物質成分を 0.3％未満含有する（エチレン・酢酸ビニル共重合水性エマルジョンに関して）。 

 

３．組成及び成分情報 

単一製品・混合物の区別：混合物 

一般名：塗装用下地処理剤 

成分 含有量 化学式 CAS No. 

エチレン・酢酸ビニル共重合水性エマルジョン 27% (C2H4)m(C4H6O2) 24937-78-8 

水 68% H2O 7732-18-5 

(スクロース/K/Ca/Na)発酵液 5% 社外秘 社外秘 

危険有害性成分：エチレングリコール（エチレン・酢酸ビニル共重合水性エマルジョンに関して） 

化審法官報整理番号：6-6（エチレン・酢酸ビニル共重合水性エマルジョンに関して） 

安衛法通知政令番号：第 76 号 エチレングリコール/第 180 号 酢酸ビニル（エチレン・酢酸ビニル共重合水

性エマルジョンに関して） 

 

４．応急措置 

吸入した場合 ：空気の新鮮な場所に移し、安静・保温に努め、呼吸しやすい姿勢で休息

させること。気分が悪いときは医師の診察を受けること。 

皮膚に付着した場合 ：付着した衣類、靴を脱ぎ、付着した部分を水またはぬるま湯で洗う。石

けんを用いても良い。外観に変化がある、または痛みがある場合は医師

の診察を受けること。 

眼に入った場合 ：清浄な水で 15 分間以上洗眼した後、医師の診察を受けること。 

飲み込んだ場合 ：水でよく口の中を洗浄し、直ちに医師の診察を受けること。意識がない

場合には口から何も与えてはならないし、無理に吐かせてもならない。 
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５．火災時の措置 

適切な消火剤 ：水、二酸化炭素、泡、粉末、乾燥砂を使用する。 

使ってはならない消火剤 ：特になし 

特有の消火方法 ：火元への燃焼源を断ち、消火剤を使用して風上から消火する。 

消火を行う者の保護 ：消火作業の際は、適切な保護具（耐熱着衣など）を使用する。 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項、保護具及び緊急措置 ：作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプ

ロン、ゴーグル等）を着用する。 

環境に対する注意事項 ：河川など環境中への流出を避ける。 

封じ込め及び浄化の方法及び機材 ：多量に漏出した場合は、土のう等で拡散を防止し、凝

集・凝固材等で凝集措置をした後、回収する。少量の

場合は、乾燥砂、土、ウエス等に吸収させて回収する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い  

技術的対策 ：「８．ばく露防止及び保護措置」に記載の措置を行い、必要に応じて

保護具を着用する。 

安全取扱注意事項 ：全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

：屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 

：保護手袋/保護衣/保護眼鏡/保護面を着用すること。 

接触回避 ：「１０．安定性及び反応性」を参照。 

衛生対策 ：取扱い後は手をよく洗うこと。 

：この製品を使用するときに、飲食または喫煙をしないこと。 

保管  

技術的対策 ：特別に技術的対策は必要としない。 

混触危険物質 ：「１０．安定性及び反応性」を参照。 

安全な保管条件 ：凍結、高温多湿、直射日光を避け、通風の良い屋内で保管する。 

：5℃以下または 40℃以上にならないようにする。 

：容器内の空気をできる限り抜いておく。 

安全な容器包装材料 ：破損、漏れのない密閉可能な容器を使用する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

管理濃度 ：設定されていない 

許容濃度 

 

 

 

 

 

：エチレングリコール 

日本産衛学会（2017 年度版）未設定 

ACGIH（2017 年版） 

TLV-TWA: 25ppm(V) TLV-STEL: 50ppm(V) 10 mg/㎥(I,H) 

「V」；蒸気及びエアロゾル 「I」；Inhalable Particulate matter：吸入性の粒子

状物質 「(H)」:エアロゾルのみ（に適用する。） 
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 ：酢酸ビニル 

日本産衛学会（2019 年度版）未設定 

ACGIH（2019 年度版） 

TLV-TWA: 10 ppm TLV-STEL: 15 ppm 

設備対策 ：局所排気装置、洗眼、手洗い、身体洗浄用の設備を設ける。 

保護具  

呼吸用保護具 ：着用が望ましい。 

手の保護具 ：保護手袋（ビニール製、ゴム製など）の着用が望ましい。 

眼の保護具 ：保護眼鏡（普通眼鏡型、ゴーグル型など）の着用が望ましい。 

皮膚及び身体の保護具 ：保護衣の着用が望ましい。 

 

９．物理的及び化学的性質 

物理状態 ：液体 

色 ：乳白色 

臭い ：わずかな有機物臭 

融点/凝固点 ：約 0℃ 

沸点又は初留点及び沸点範囲 ：約 100℃ 

可燃性 ：情報なし 

爆発下限及び爆発上限界/可燃限界 ：情報なし 

引火点 ：情報なし 

自然発火点 ：情報なし 

分解温度 ：情報なし 

pH ：4.5±0.1 

動粘性率 ：情報なし 

溶解度 ：水で殆ど無限に希釈可能 

n-オクタノール/水分配係数（log 値） ：情報なし 

蒸気圧 ：情報なし 

密度及び/又は相対密度 ：約 1.0（20℃） 

相対ガス密度 ：情報なし 

粒子特性 ：該当しない 

その他のデータ ：情報なし 

 

１０．安定性及び反応性 

反応性 ：通常の条件下では反応しない。 

化学的安定性 ：通常の条件下では安定である。 

危険有害反応可能性 ：情報なし 

避けるべき条件 ：低温（5℃以下）、凍結、高温（40℃以上）、多湿、直射日光 

混触危険物質 ：情報なし 

危険有害な分解生成物 ：情報なし 
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１１．有害性情報 

急性毒性（経口） ：区分外 

急性毒性（経皮） ：区分外 

急性毒性（吸入） ：分類対象外 

皮膚腐食性/刺激性 ：区分外 

眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性 ：区分 2B 

呼吸器感作性 ：分類できない 

皮膚感作性 ：分類できない 

生殖細胞変異原性 ：分類できない 

発がん性 ：分類できない 

生殖毒性 ：分類できない 

特定標的臓器毒性（単回ばく露） ：区分 1（中枢神経、呼吸器、腎臓、心臓） 

区分 3（気道刺激性） 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） ：区分 1（中枢神経、呼吸器、心臓） 

吸引性呼吸器有害性 ：分類できない 

 

１２．環境影響情報 

生態毒性  

水生環境有害性（急性） ：区分 3 

水生環境有害性（長期間） ：区分外 

残留性・分解性 ：情報なし 

生態蓄積性 ：情報なし 

土壌中の移動性 ：情報なし 

オゾン層への有害性 ：分類できない 

その他 ：河川・湖沼等に流入すると広範囲にわたり白濁させることにな

る。また、樹脂の粘着性の影響で呼吸困難を生じ魚類が死亡する

場合がある。 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物 ：廃棄においては、関連法規制ならびに地方自治体の基準に従うこと。都

道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、または地方公共団

体が廃棄物処理を行っている場合はそこに委託して処理する。 

汚染容器及び包装 ：容器は洗浄してリサイクルするか、関連法規制ならびに地方自治体の基

準に従って適切な処分を行う。空容器を廃棄する場合は、内容物を完全

に除去すること。 

 

１４．輸送上の注意 

国際規制  

国連番号 ：該当しない 

国連分類 ：該当しない 
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容器等級 ：該当しない 

輸送又は輸送手段に関する特別の安全対策 ：運搬に際しては容器の破損・漏洩がないことを確かめ、

転倒・落下・破損のないように積み込み、荷崩れ防止

を確実に行う。 

：道路や床にこぼした場合は速やかに回収・清掃を行う。 

：排水系等の水面に露出した場合は、河川や海への悪影

響を考えて、全て回収すること。 

国内規制  

陸上規制情報 ：該当しない 

海上規制情報 ：該当しない 

海洋汚染物質 ：該当しない 

航空規制情報 ：該当しない 

 

１５．適用法令 

化審法 ：優先評価化学物質（法第 2 条第 5 項） 

酢酸ビニル 

化学物質排出把握管理促進法 ：該当しない 

労働安全衛生法 ：名称等を通知すべき有害物（法第 57 条の 2、施行令第 18 条の 2 別

表第 9） 

エチレングリコール（政令番号：第 76 号） 

酢酸ビニル（政令番号：第 180 号） 

：危険物・引火性の物（施行令別表第 1 第 4 号） 

酢酸ビニル 

消防法 ：危険物第 4 類第 3 石油類（水溶性） 

エチレングリコール 

大気汚染防止法 ：有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質（中央環境審議会） 

酢酸ビニル 

海洋汚染防止法 ：危険物（施行令別表第 1） 

酢酸ビニル 

：有害液体物質（Y 類物質）（施行令別表第 1） 

酢酸ビニル 

：海洋汚染物質（Y 類） 

エチレングリコール 

 

１６．その他の情報 

参考文献・引用文献 

 化審法化学物質改訂第５版. 化学工業日報社, 2002 

 製品安全データシートの作成指針. 日本化学工業協会, 2001 

 吉川治彦. Q&A で解決 化学品の GHS 対応 SDS をつくる本. 丸善出版, 2019 

 化管法・安衛法におけるラベル表示・SDS 提供制度. 厚生労働省, 平成 30 年 12 月 

 “GHS 分類結果データベース”. 独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）. 
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 “国連 GHS 文書”. 経済産業省. 

 “GHS 対応モデルラベル・モデル SDS 情報”. 厚生労働省 職場のあんぜんサイト. 

記載内容に関する問い合わせ先 

会社名 

電話番号 

FAX 番号 

作成年月日及び改訂情報 

作成日 

改訂日 

 

：株式会社リバースジャパン 

：0250-47-6071 

：0250-24-0181 

 

：2012 年 7 月 18 日 

：2019 年 11 月 6 日 

 

 記載内容については、現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、新しい知見

により改訂されることがあります。また、注意事項は通常の取扱いを対象としたものですので、特殊な取扱

いをする場合には用途、用法に適した安全対策を実施の上でご利用ください。 

 全ての化学品は未知の危険性を呈する可能性があり、ここで示した危険性は、起こり得る全ての危険性を網

羅したものであるということを保証するものではありませんので、取扱いには注意してください。 

以上 


